
別記様式第１８号（第１３条関係）

事 業 実 績 書

団体名 平川コミュニティ推進協議会

１ 総括

２ 事業内容

（１）協議会運営

事業費

事務局の

運営体制

（２）地域振興

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（評価） 意識の向上と住民同士の親睦が深まった

（参加人数） 23人

（成果） 住民自治の現状や課題、住民自治を行うまでの経緯等の話を聞き、
今後の取り組みへの参考となった
また、防災についての意識向上につながった

先進地視察研修

544,165

（実施内容） 福岡県宗像市にてまちづくりについての講演研修
福岡市民防災センターで防災講演、災害体験等を行う

（実施時期） １１月

（成果・評価） 円滑な事務が行われた

（今後に向けて） 仕事量に応じて、事務員を一名増やす

（今後に向けて） 連携をとり、地域で取り組み、住民や、学校、保護者が子どもの
「あいさつ」や「安全」に関心を持つよう進めていく。
地域で統一のユニホーﾑを使用できるよう、べストを購入する

元気な地域づくりのための体制を整備し、協議会とその活動内容を広報誌やホームページで発信し
た。自主防災組織づくりは住民意識が高まり、マップづくりは地域に目が向けられ、交流とともに地域
の情報が集約された。地域行事を通じて３世代交流や団体間の親睦が図られた。情報の共有ととも
に団体・人がつながるよう活動した。
自主防災組織の確立など地域のやるべき課題がみえてきたので、重点的、計画的に取り組んでい
く。

3,240,497

（事務員等の雇用人数） 事務局長1名 事務局員1名

（運営費の主な内容） 事務局賃金 事務費

（実施内容） 朝の交通指導をしている団体・学校との連携
児童生徒から標語を募集し、標語入りの鉛筆を配布
防犯ベストの購入

あいさつ啓発運動

（実施時期） 通年

（参加人数） １００人

（成果） 各団体や学校が連携をとり、地域全体で取り組む方向性を持った

（今後に向けて） 協働や住民自治、防災についての意識向上のため今後も様々な
方法で取り組む

（評価） 話し合いを持つことで、団体の動きや考えがわかる

341,900



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（参加人数） １００人

（成果） しめ縄づくりの技術、継承

（実施時期） 1月

（参加人数） １００人

（実施内容） ブルーシート、しめ縄づくり指導者へのお礼

25,660

（今後に向けて） 地域の多くの人が参加できる新年の伝統行事なので今後も協力

（参加人数）

（成果） 情報の提供やコミュニティの周知の役割を果たしている

（実施内容） 平川コミュニティのホームページを立ち上げ、日々、更新

（評価） 閲覧者が増え始めているので情報提供になっている

（今後に向けて） より親しみやすいものになるよう検討

（実施時期） １０月

（参加人数） ３００人

（評価） 子ども会活動の安全な運営に役立ち、大会存続、盛り上げにつながった

（今後に向けて） 球技大会存続及び盛り上げをはかるため、協力

しめ縄づくり充実

（実施時期） １月

（実施内容） 老朽化した炊き出し用のかまどの購入、工具、鉄板の購入、
レンタカー費用

平川地区どんど焼き

182,551

（評価） 伝統行事を通じて交流が深まった

（評価） ３世代の交流が深まった

（今後に向けて） 喜ばれている行事なので、今後も協力

（実施内容） ベース購入

（成果） 子ども会の子どもたちも運営に関わるので、備品や運営を安全な
ものにした

（成果） 老朽化していたので購入し、けがなく大会運営ができた

（実施時期） ３月

ホームページ立ち上げ

489,335

子ども会球技大会の盛り上げ

10,100



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（成果） 広報誌掲載写真撮影

（評価） 広報誌作成に大変役立った

（今後に向けて） 見やすい広報誌作りに役立てたい

（参加人数）

平川まつり

（実施時期） １１月

1,217,575

18,000

（実施内容） 通信費、生花、盆栽等

（実施時期） １月

（成果） 地域活動をスムーズに行えるよう不足していた備品を整備

200,000

（実施内容） 主に紅白幕、餅まき用のもち等の購入に充てる

（参加人数） ５０人

新年互礼会

（参加人数）

広報誌作成

（実施時期） １１月

（参加人数）

244,859

（実施時期） 12月、3月

広報活動費

（成果） 4500部発行、全戸配布し、情報の提供により コミュニティの周知

（実施内容） カメラレンズ購入

（今後に向けて） 手をとめてもらえるような広報誌づくり 待っていただける広報誌へ

（評価） 他地区から問い合わせがあるなど好評 コミュニティの周知に役立った

（実施内容） 平川コミュニティ推進協議会だよりを２回発行

38,000

（参加人数） ３０００人

（成果） 各団体が集まった

（評価） 地域全体が盛り上がった

（今後に向けて） 地域全体の恒例行事として今後も支援

（成果） 平川住民が集い、新年を祝った

（評価） つどいの場となる

（今後に向けて） 新年の地域のつどいの場として今後も協力

（実施内容） ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ、倉庫、メガホン、たすき、万歩計

（実施時期） 通年

備品整備

（評価） 地域活動に役立った

（今後に向けて） 今後の必要なものについて整備し、管理、貸出していく



（３）地域福祉

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（評価） 歩くなかで、ウォーカーさんに出会い挨拶をかわし、あいさつ運動
にもなった。山口大学構内への通過許可もいただき、福祉員に
とってもよい経験となった
他地区からの問い合わせも多く関心が高かった

（今後に向けて） 活用していただくよう周知する

ウォーキングマップ作成

158,691

（実施内容） 平川地区内ウォーキングコースに適する経路の確認把握。実際に歩
いて把握し、マップを作った

（実施時期） 7月から１２月

（参加人数） １５人

（成果） 健康増進を目的とした地区民に安全で安心なウォーキングマップを
提供

（成果） 清潔で安全な環境で子育て中の親子を向け入れることができた

（評価） 運営が好評なスタートとなった

（今後に向けて） ３世代交流の事業を検討

（参加人数） ２２人

94,500

（成果） 地域活動計画の実施に向けての周知

（評価） 全世帯配布により周知することにより、地域で取り組む気運を高められた

（今後に向けて） 地域住民の協力のもと効果を出せるようにしたい

100,735

（実施内容） 平川子育てつどいの広場「ひらひら」の改修工事補助

（実施内容） 地域福祉活動の実施にむけて実行委員会を実施し、検討内容を
社協だより特別号にて全世帯配布。印刷代

（実施時期） ３月

（実施時期） ９月

（参加人数）

地域福祉活動計画の実施

（今後に向けて） 高齢者のいこいの場を作れるよう、今後も実施

（実施時期） 通年

（参加人数） それぞれ 50人～250人

（成果） 高齢者のいこいとなる場を提供し、高齢者に楽しんでいただいた

（評価） バスの利用者は多く、好評を得ている

地域の場づくり

高齢者福祉

247,615

（実施内容） 老人福祉大会送迎バス（各地に停車） 高齢者1日バス旅行バス代
（長門）生活教室（老人ホームあかり園にて講演や体操等） 老連
だより 西京老人大学タクシー代



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（成果） ① 本人のみならず、家族との関わり方、関わる必要性を学んだ
② 自分を知っていただくことから始めること。認知症の見分け方、

福祉員の勉強会の結言の裏付け的講話

（評価） 民生委員児童委員福祉員のスキルアップ

（実施内容） ① 平川ボランティアグループ「葉月会」２５周年記念誌の発行、発行
に向けて 講座の開催。講座は、「葉月会２５周年のあゆみ」「高齢者
疑似体験と車いす体験」
② 創作とチャレンジ教室指導者研修会（徳地重源の里）

（今後に向けて） 今後もスキルをあげていきたい

20,000

（実施内容） ① ささえてねっとワーク理事藤井氏を招いて「ひきこもり支援について
学ぶ」と題して講演 （講師料）

② ハートホーム宮野拠点長武永氏を招いて「高齢者に対する接し
方」として講話 （講師料）

ボランティア活動支援

89,585

（実施時期） ３月

（参加人数） ① ２０人 ② ３５人

民生児童委員福祉員活動

児童福祉 子育て支援

99,015

（実施内容） 平川子育てつどいの広場「ひらひら」砂場取り付け

（実施時期） ① 8月～３月 ② ３月

（参加人数）

（成果） 活動紹介、グループの資質向上、会員の獲得

（評価） ボランティア活動への助成に役立てる

（今後に向けて） 資質向上等に協力

（実施時期） １月

（参加人数）

（成果） 利用者へ施設設備の拡充により過ごし方に幅ができ、歓迎される

（評価） 利用者のつどいの場となっている

（今後に向けて） 今後も支援

子どもの居場所づくり事業

5,200

（実施内容） ドッチビーケース購入

（実施時期） １１月

（参加人数）

（成果） 安全な用具で実施できる

（評価） 子どもの安全が確保できた

（今後に向けて） なし



（４）安心・安全

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（参加人数）

（成果） 危険防止に役立つ

施設安心安全整備

315,735

（実施内容） 安全に使えるよう小学校のグラウンドを整備

（評価） 事故減少に役立った

（今後に向けて） 危険個所に設置

（参加人数）

（今後に向けて） 同様に行う

カーブミラーの充実

95,000

（実施内容） 危険個所３ヶ所に反射鏡設置

（実施時期） 11月、3月

（実施時期） ９月

（成果） 地域行事に使うグラウンドが整備された

（今後に向けて） 必要に応じ整備する

（参加人数）

（成果） 自主防災意識向上

（評価） 各近隣自治会同士の交流と防災意識向上が図られた

（今後に向けて） 自主防災組織の確立に向けて、積極的に取り組む

見守り活動充実

304,540

（実施時期） 通年

（評価） 安全な環境が確保された

（実施内容） 見守り車の活動促進（拡声器取り付け、ガソリン代、見守り旗ポール、
ベスト）

自主防災組織づくり

232,186

（実施内容） 山口大学瀧本准教授による講演、図上訓練等を行う。自治会長、
自治会員、民生委員、消防団の参加。意識向上のため防災用品配布

（成果） 見守り車による子どもたちの見守りの充実

（評価） 活動の充実に役立った

（実施時期） １０月～１２月

（参加人数） １００人



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（５）環境づくり

事業名

事業費

事業概要

（実施時期） 3月

150,000

交通量調査

（実施内容） 地域内の交通量の調査

（参加人数） 20人

（成果） 交通量のデータ把握ができた

（評価） 地域内の危険地域の把握により、今後の地域づくりに活かす

（今後に向けて）より実態を把握するため、実施箇所等を検討する

（参加人数）20人

（成果） 地域内の危険箇所を地図に記入

（評価） 地域内の危険地域の把握により、安全な地域づくりを行う

（今後に向けて） 安全な地域づくりを検討していく

ヒヤリマップ作成

74,624

（実施内容） ヒヤリマップの作成。実際に歩いて危険ポイントを把握した。

（実施時期） 2月

防犯灯整備

17,946

（実施内容） コミュニティで設置している防犯灯の電気代

（実施時期） 通年

（参加人数）

（成果） 住民の安全、防犯

（実施時期） ７月～ 7月と9月要望締め切り

（参加人数）

（評価） 住民の安全、防犯に役立った

（今後に向けて） 新しく防犯灯を設置

（今後に向けて） 要望を計画的に実施していく

土木工事

（成果） 里道等の改修、舗装

（評価） 道路環境が整備された

4,988,000

（実施内容） 法定外土木工事



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

181,650

（評価） 環境美化と意識向上

（実施内容） 転圧機を購入し、簡易な道路整備を各自で行ってもらう

（実施時期） １２月

（参加人数） ３００名

（成果） 環境美化と地域住民の交流が行われた

（評価） 環境美化と自分たちの住むまちを自分たちの手できれいにすると
いう意識向上、交流

（実施時期） １０月

（参加人数）

92,182

（実施内容） ２自治会にて、清掃等に取り組む

道路環境美化

（評価） ゴミの軽減がみられる

（今後に向けて） 他の個所にも設置する

平川クリーン作戦

257,665

205,495

（参加人数） １０人

（成果） マスコミにたびたび取り上げられ、不法投棄撲滅意識が向上、
コミュニティの周知にもなった。

（成果） 危険個所を自ら補修する意識の向上 小さなうちに補修

（評価） 自己保全の意識が高まった

（今後に向けて） 量促進を図るため、いっそうの周知に努める

（成果） 環境美化

（参加人数）

（実施内容） 不法投棄が目立つ場所に、貧乏神神社と書かれた鳥居を設置し、
不法投棄撲滅を呼び掛ける

（実施時期） １１月

（今後に向けて） 年２回行う

不法投棄撲滅運動

道路の整備

（実施内容） 平川の河川や通学路の草刈りおよび清掃

（実施時期） 5月 （1０月は雨天中止）

（今後に向けて） 継続して行う



事業名

事業費

事業概要

（６）地域個性創出

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

春の文化祭備品整備

環境整備

（成果） 問い合わせが多数。今後、各自治会での使用が見込まれる

（評価） 環境整備に有効活用できる

（今後に向けて） 環境整備備品の充実を行う

運動会用具の充実（運動会新規種目追加）

（実施内容） ３世代交流として、グラウンドゴルフ大会を開催 生活体育振興会、
老人クラブ、児童委員、青少協、ＰＴＡほか各団体と協力して行う
豚汁のふるまい

（実施時期） ３月

75,273

（実施内容） 文化祭の開催に必要な備品の整備と看板設置

（実施時期） ３月

（参加人数） 文化祭来場者は２００人程度

110,400

（実施内容） 茎の太い雑草が刈れる草刈り機の購入

（実施時期） ３月

（参加人数）

67,809

（成果） 盛り上げることができた

（評価） 安全で清潔なものを使用できた

（今後に向けて） 続けていく

（今後に向けて） 検討

（評価） 初めての試みであったので、反省もあるが、参加者に喜ばれた

（成果） ３世代交流で楽しみ、団体間の横のつながりや交流も行われた

（参加人数） １００人

３世代交流コミュニティスポーツ開催（スポーツ大会の開催）

216,591

（実施内容） 名物俵かつぎリレーの俵が老朽化しているので、徳地の「夢工房」に
依頼して俵を作ってもらう（8個）

（実施時期） ２月

（参加人数）

（成果） 種目変更を余議なくされていたが、俵の購入により、名物の俵かつぎ
リレーが存続された

（評価） 運動会の充実が期待できる

（今後に向けて） 運動会の盛り上がりに向けて協力



事業名

事業費

事業概要

（注） 事業概要の欄には、事業の目的、事業内容、実施時期、参加予定者数等の項目で概要を記載し
てください。

（参加人数）

（成果） 交流に役立った

（評価） 今後の交流に有効である

（今後に向けて） 今後も継続する

特別支援学校と楽しむ

19,320

（実施内容） 子ども会は特別支援と交流している。その交流の場で使用するため、
わなげセットを購入

（実施時期） ３月


